
問い合わせ先 鹿児島県労働災害防止団体等連絡協議会事務局（鹿児島県労働基準協会内 TEL：099-226-3621）

鹿児島県内の事業場では、これまで、労使が協調して労働災害防止対策が展開されてきました。こうした取

組みにより労働災害は長期的には減少していますが、令和6年の労働災害については、休業4日以上の死傷災害

は前年より減少したものの、令和元年以降2,000人を超え続けているなど、死傷者数の高止まり傾向に改善の兆

しが見られない状況となっています。

労働災害を少しでも減らすための職場環境を築くため、令和5年度を初年とする第14次労働災害防止計画に基

づく施策を進めているところであり、これからも労使一丸となった更なる取組みが求められます。

こうした中、鹿児島県労働災害防止団体等連絡協議会では、労働災害防止活動の一環として、鹿児島労働局

主唱のもと「令和7年度鹿児島労働安全衛生大会」を開催することといたしました。

労働災害ゼロに向けての労働安全衛生大会になりますよう、事業者、安全衛生スタッフ、人事担当者、行政

関係者等の多くのご参加をお待ちしています。

令和７年10月31日（金） １３：３０～１６：００

川商ホール（鹿児島市民文化ホール）第２ホール
（鹿児島市与次郎２－３－１）

演題：健康で安全な人生を手に入れる労働衛生
～職場で実践できる健康管理のポイント～

講師：鹿児島純心大学名誉教授 德永 龍子（とくなが りゅうこ）氏

昭和45年鹿児島大学保健婦学校卒業後、鹿児島市保健所に保健師として33年間奉職。健康増進活動、

公衆衛生看護、介護予防、要介護者の支援及び桜島の降灰と健康安全の企画・実践、検証など係長・課

長として健康づくり市民会議のシステム構築に従事。その間、鹿児島大学大学院で「持続可能な介護保

険制度」研究で経済学博士となる。

その後、平成25年まで鹿児島純心女子大学看護学科教授、産業保健にも従事。現在名誉教授。

德永 龍子 氏

日時

場所

主唱

主催

共催

協賛

後援

厚生労働省 鹿児島労働局

（公社）鹿児島県労働基準協会

建設業労働災害防止協会鹿児島県支部

林業・木材製造業労働災害防止協会鹿児島県支部

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

港湾貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

鹿児島県砕石協同組合連合会

（公社）建設荷役車両安全技術協会鹿児島県支部

（独法）労働者健康安全機構鹿児島産業保健総合支援センター

（一社）日本ボイラ協会鹿児島支部

（公社）鹿児島県医師会

（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会鹿児島支部

鹿児島県・鹿児島市・南日本新聞社

特別
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